
令
和
４
年
度
決
算

P
2
委
員
会
審
査

P
8
一
般
質
問

P10
あ
の
質
問
ど
げ
ん
な
っ
た
？

P20

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り令
和
５
年

11.1
N
o.71



４日間にわたる審査が行われました

【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】

令
和
４
年
度
決
算
需
要
が
変
化
し
て
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

災
害
復
旧
か
ら
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
へ

令
和
４
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、歳
入
３
８
６
億
６

０
０
０
万
円
、
歳
出
３
７
３
億
１
９
４
６
万
円
で
す
。

歳
入
、
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額
や
過
去
の
繰

上
償
還
の
影
響
に
よ
る
公
債
費
の
減
等
に
よ
り
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
必
要
と
せ
ず
、

実
質
単
年
度
収
支
は
15
億
２
２
０
７
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
が
動
き
出
し
た
さ
な
か
、
令
和

５
年
７
月
に
再
び
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
復
旧
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
、
物
価
高

騰
や
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
選
択
と

集
中
に
よ
る
財
政
運
営
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

委
員
が
特
に
着
目
し
た
事
業
は
３
ペ
ー
ジ

令和４年度　朝倉市会計別決算

【令和４年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

３８６億５,２８７万円

７２７万円

７０億５,２５８万円

２億８,０２６万円

１０億１,７２０万円

６０億９,２８７万円

４０万円

１４４億５,０６１万円

１億６,６３１万円

８億１,８６９万円

６９２万円

３７億７６２万円

４６億９,９５５万円

５７８億３０４万円

３７３億１,２３４万円

７２７万円

６９億９,８９１万円

２億５,７０２万円

９億８,５６１万円

５８億８,２９５万円

４０万円

１４１億３,２１８万円

１億５,９８０万円

９億１,９４５万円

６８１万円

４０億８,０２６万円

５１億６,６３２万円

５６６億１,０８５万円

簡 易 水 道 事 業

令和４年度 令和３年度

３８６億６,０００万円

３７３億１,９４６万円

４２４億２,００７万円

４０７億７８４万円

１８４億９,２４１万円

２８７億４,５６３万円

１８５億５,５４０万円

３０７億９,４１６万円

９２.２％

８.６％

０.５１

８６.３％

９.２％

０.５２

★
経
常
収
支
比
率

★
実
質
公
債
費
比
率

★
財
政
力
指
数

　
毎
年
連
続
し
て
入
っ
て
く

る
お
金
の
う
ち
、
使
い
道
を

指
定
さ
れ
ず
に
使
え
る
お
金

を
、
継
続
し
て
固
定
的
に
支

出
し
て
い
る
経
費
に
ど
の
程

度
充
て
て
い
る
か
を
示
す
比

率
。

　
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、

使
い
道
を
指
定
さ
れ
ず
に
使

え
る
お
金
の
割
合
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
財
政
規
模
に
占
め
る
単
年

度
の
借
金
返
済
の
割
合
を
示

す
比
率
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

を
示
す
数
値
。
こ
の
指
数
が
１
.

０
０
を
超
え
る
団
体
は
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
な
る
。

第２次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和４年度決算　注目事業
議員が注目した決算を紹介します。
（決算委員会の質疑は４、５ページ）

財政
運営

ふるさと応援寄附金事業

１５億７，７３０万円

応援寄附金（ふるさと納税）をされた方に、

お礼等を行いました。なお、ふるさと応援

寄附金の収入は、２９億２，８４７万円と

なりました。

透
明
性
・
効
率
性
の
高
い
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

保健
福祉

高齢者の保健事業と介護予防

事業の一体的実施事業

４１０万円

出産・子育て応援

交付金事業

２，３４０万円

高齢者の健康相談や保健指導を行いました。

また、医療専門職が通いの場でフレイル

チェックや個別相談を実施しました。

教育

子育て

不登校復帰支援員

配置事業

４００万円

不登校防止のための指導や不登校復帰支援

に取り組みました。

誰
も
が
健
や
か
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
の
充
実

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
も
ち
飛
躍
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

農業 有害鳥獣駆除委託

４９０万円

有害鳥獣の駆除を行い、農作物への被害防

止・軽減を行いました。

全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・

子育てができるよう「伴走型相談支援」と「経

済的支援」を一体的に実施しました。

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
・
観
光
の
振
興

安全
安心

防災拠点施設整備事業

３億２，８６０万円

久喜宮小学校、志波小学校跡地に防災拠点

施設、防災広場を整備しました。

安
全
な
地
域
づ
く
り

※

※健康な状態と要介護状態の中間の段階、「虚弱状態」
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４日間にわたる審査が行われました

【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】
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歳
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歳
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と
も
に
前
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下
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ま
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た

が
、
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応
援
寄
附
金
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額
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過
去
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繰
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費
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財
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必
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せ
ず
、

実
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単
年
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支
は
15
億
２
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０
７
万
円
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決
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新
庁
舎
建
設
事
業
が
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た
さ
な
か
、
令
和

５
年
７
月
に
再
び
豪
雨
災
害
に
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わ
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し
た
。

今
後
も
復
旧
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
、
物
価
高

騰
や
新
た
な
課
題
へ
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対
応
が
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れ
、
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択
と

集
中
に
よ
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政
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が
必
要
と
さ
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着
目
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は
３
ペ
ー
ジ

令和４年度　朝倉市会計別決算

【令和４年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

３８６億５,２８７万円

７２７万円

７０億５,２５８万円

２億８,０２６万円

１０億１,７２０万円

６０億９,２８７万円

４０万円

１４４億５,０６１万円

１億６,６３１万円

８億１,８６９万円

６９２万円

３７億７６２万円

４６億９,９５５万円

５７８億３０４万円

３７３億１,２３４万円

７２７万円

６９億９,８９１万円

２億５,７０２万円

９億８,５６１万円

５８億８,２９５万円

４０万円

１４１億３,２１８万円

１億５,９８０万円

９億１,９４５万円

６８１万円

４０億８,０２６万円

５１億６,６３２万円

５６６億１,０８５万円

簡 易 水 道 事 業

令和４年度 令和３年度

３８６億６,０００万円

３７３億１,９４６万円

４２４億２,００７万円

４０７億７８４万円

１８４億９,２４１万円

２８７億４,５６３万円

１８５億５,５４０万円

３０７億９,４１６万円

９２.２％

８.６％

０.５１

８６.３％

９.２％
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経
常
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比
率

★
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公
債
費
比
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財
政
力
指
数

　
毎
年
連
続
し
て
入
っ
て
く

る
お
金
の
う
ち
、
使
い
道
を

指
定
さ
れ
ず
に
使
え
る
お
金

を
、
継
続
し
て
固
定
的
に
支

出
し
て
い
る
経
費
に
ど
の
程

度
充
て
て
い
る
か
を
示
す
比

率
。

　
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、

使
い
道
を
指
定
さ
れ
ず
に
使

え
る
お
金
の
割
合
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
財
政
規
模
に
占
め
る
単
年

度
の
借
金
返
済
の
割
合
を
示

す
比
率
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

を
示
す
数
値
。
こ
の
指
数
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１
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０
０
を
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え
る
団
体
は
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
な
る
。

第２次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和４年度決算　注目事業
議員が注目した決算を紹介します。
（決算委員会の質疑は４、５ページ）

財政
運営

ふるさと応援寄附金事業

１５億７，７３０万円

応援寄附金（ふるさと納税）をされた方に、

お礼等を行いました。なお、ふるさと応援

寄附金の収入は、２９億２，８４７万円と

なりました。

透
明
性
・
効
率
性
の
高
い
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

保健
福祉

高齢者の保健事業と介護予防

事業の一体的実施事業

４１０万円

出産・子育て応援

交付金事業

２，３４０万円

高齢者の健康相談や保健指導を行いました。

また、医療専門職が通いの場でフレイル

チェックや個別相談を実施しました。

教育

子育て

不登校復帰支援員

配置事業

４００万円

不登校防止のための指導や不登校復帰支援

に取り組みました。

誰
も
が
健
や
か
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
の
充
実

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
も
ち
飛
躍
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

農業 有害鳥獣駆除委託

４９０万円

有害鳥獣の駆除を行い、農作物への被害防

止・軽減を行いました。

全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・

子育てができるよう「伴走型相談支援」と「経

済的支援」を一体的に実施しました。

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
・
観
光
の
振
興

安全
安心

防災拠点施設整備事業

３億２，８６０万円

久喜宮小学校、志波小学校跡地に防災拠点

施設、防災広場を整備しました。

安
全
な
地
域
づ
く
り

※

※健康な状態と要介護状態の中間の段階、「虚弱状態」
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【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】

一般会計
令和4年度

 令和４年度の一般会計決算について

「決算審査特別委員会」 の中で行われた

 質疑と答弁を抜粋して紹介します。

教員の働き方改革につながるか

中学校部活動支援事業

　部活動指導員の増員について。また、教員

の業務軽減につながっているのか。

　部活動指導員が担当している時間は、教員

は授業に関する業務を行うことができるため、

働き方改革に繋がっている。今後、部活動指

導員の増員をしていきたい。

持続可能な指導を

英語教育を教育の目玉事業に

ＡＬＴ活用事業

　英語教育を市の教育の目玉にすべきと考える

が、ＡＬＴは足りているのか。将来的な展望を

踏まえ、配置人数の増員についてどう考えてい

るか。

　令和５年度は、中学校に３人配置となってい

る。１人でも多く、また小学校にも配置したい

が現状は難しい。今後、段階的に検討してい

きたい。

会話が育てる英語力

市を挙げての有害鳥獣対策を

有害鳥獣駆除事業

　中山間地域のイノシシやシカに限らず、市街

地におけるアライグマ等の小動物も問題となっ

ている。猟友会員の高齢化も進んでおり、市

を挙げての対策が必要ではないか。

　狩猟免許試験の予備講習会受講料の補助な

ど、狩猟者の確保に努めている。鳥獣被害対

策における先進地を調査するなど、対応を考

えていきたい。

市街地での対策も求められている

水道設備の更新について

水道事業

　今後、人口減少による水道の利用者が減少

することで、使用料収入も減少すると考えられ

る。施設の老朽化による更新費用の確保のた

め、水道使用料の改定についての考えは。

　現在の料金収入では、施設更新の財源は不

足している。有識者を含めた経営審査会を発

足し、料金改定の検討をする必要がある。

安心・安全、そして安定が求められる水道

賑わいを取り戻そう

たかき清流館管理運営事業

　たかき清流館の利用者が少ないのは、コロ

ナ禍によるものだけなのか。

　開館時期が、4月1日から10月 20日と決まっ

ているため、この時期に利用者がいなければ、

冬季の利用者は見込めない。コロナ禍による

影響のほか、山間部のため大雨などの天候に

も影響を受ける。

たくさんの思い出作りの場に

素敵な出会いをバックアップ

あさくら“縁”結び応援事業

　成婚まで至った件数は。

　令和４年度では、会員同士での成婚が２組

（４名）。会員でない方との成婚が３名。合計

７名の会員が成婚に至った。

２人の出会いを応援します

杷木地域の小学校跡地活用の進捗状況

防災拠点施設整備事業

　跡地活用の進捗状況は。

　進捗状況は以下のとおり。

【松　末】令和６年度に既存校舎を活用したコ

ミュニティセンターとして整備完了予定。

【杷　木】校舎跡地に市営住宅を整備済。運動場

部分を防災広場として令和５年度に整備完了予定。

【久喜宮】防災拠点施設・防災広場・分譲地と

して令和４年度に事業完了。

【志　波】校舎の一部を改修し、防災拠点施設

を整備済。令和６年度に向け、防災広場の整備

と合わせ、運動場の宅地分譲を進める。

整備された久喜宮地域防災拠点施設

※

※外国語指導助手
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【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】
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【志　波】校舎の一部を改修し、防災拠点施設

を整備済。令和６年度に向け、防災広場の整備

と合わせ、運動場の宅地分譲を進める。
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１７７万円

２６３万円

４８４万円

２，２６０万円

３億６，６１０万円

２，６４０万円

１，４２０万円

２，１００万円

６，０００万円

一般会計

　甘木鉄道㈱への沿線自治体による支援事業費

　路線バス・コミュニティバス事業者への支援事業費

　介護サービス事業所への支援事業費

　畜産経営緊急支援事業費

　被災した農家等に対して経営継続を支援するための経費

　浸水対策検討事業費

　長谷山地区急傾斜対策事業費

　災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費

　農地、農業用施設災害復旧事業費

その他の９月補正予算

※ ９月補正予算の一部を抜粋しています。

※ この他に、介護保険特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の補正を行いました。

一般会計

避難所経費や住宅の応急修理などの災害救助費

　朝倉市災害見舞金

　災害援護資金貸付金

　志波地区防災拠点施設法面復旧工事費

　道路橋りょう災害復旧事業費

　堆積土砂排除事業費

　河川災害復旧事業費

　農地、農業用施設、林道災害復旧事業費

　公営住宅災害復旧事業費

６，１８９万円

１，０００万円

２，０００万円

２，２００万円

６億４，０００万円

４億円

３億３，２００万円

４億３，０００万円

５，６１４万円

その他の７月補正予算　　※専決

※ ７月補正予算の一部を抜粋しています。

【定例会概要】

　鉄筋コンクリート造４階建の建物、１階から４

階まで各階１０戸（３ＤＫ：２戸、２ＤＫ：６戸、

１ＬＤＫ：２戸）、合計４０戸となります。

　令和６年１２月に入居予定です。

市営住宅鳩胸団地建替建築主体工事
６億３,０８５万円

　宿泊・日帰り割引クーポン券、タクシー・買

物共通クーポン券を額面の半額で販売し、市内

の宿泊施設等を利用していただくことで、令和

５年７月の豪雨災害の風評被害を払拭し、原鶴

温泉をはじめ市内宿泊施設や朝倉市の元気を域

外にアピールします。

詳しくは商工観光課、０９４６-５２-１４２８（直通）まで

あさくら旅行支援事業
１,７８０万円

第５分団（朝倉）・第６分団（宮野）・第１７分団

（安川）・第１９分団（上秋月）の消防ポンプ自動

車を更新し、火災や災害等における消防団活動を

支えます。

消防ポンプ自動車の取得
９，０８３万円

　交通公園は二輪車専用ですが、特定小型原動機

付自転車（電動キックボード等）を除外するもの

です。

交通公園条例の一部改正

　物価高騰が続くなか、高圧電力を使用する私立

保育園や認定こども園について、電気料金の一部

を補助します。

私立保育所等への支援事業
２,３６４万円

【定例会概要】

９
月
定
例
会
(
８
月
31
日
〜
９
月
22
日
)

９
月
定
例
会
で
は
、
32
件

の
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

７
月
の
大
雨
災
害
に
関
連

す
る
補
正
予
算
の
ほ
か
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
等

を
可
決
し
ま
し
た
。

審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

令和５年７月 大雨災害に関する補正予算額

　・７月補正（専決） ２１億３，０３４万円

　・９月補正 ８億９，７６５万円

災害直後の７月では復旧に必要な予算、９月では

農業支援等の補正予算となっています。

※写真はイメージです。

（見本）

建て替わる市営住宅鳩胸団地
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

魅
力
を
強
化
　
文
化
と
観
光
の
連
携
は

　
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
、

執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
に
つ
い
て

　
市
で
は
不
登
校
復
帰
支
援
員
を

採
用
し
、
家
庭
訪
問
や
保
護
者
の

教
育
相
談
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
立
石
小
、
甘
木
小

お
よ
び
甘
木
中
に
各
１
名
配
置
し

て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

　
承
認
に
向
け
て
、
経
験
・
ス
キ

ル
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
秋
月
博
物
館
の
公
開
承
認
施
設

　
ポ
ン
プ
車
で
20
年
で
あ
る
。

　
車
両
の
耐
用
年
数
は
。

　
今
年
は
、
秋
月
藩
成
立
４
０
０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
文
化
面
と

観
光
面
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
文
化
財
を
生
か
し
た
観
光
振
興

の
在
り
方
を
柔
軟
に
考
え
、
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

支
援
の
効
果
が
出
て
い
る
と
捉

え
て
お
り
、
で
き
れ
ば
増
員
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

家
庭
と
関
係
機
関
を
繋
ぐ
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　
不
登
校
復
帰
支
援
員
の
増
員
は

考
え
て
い
な
い
か
。

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

　
体
力
テ
ス
ト
は
高
齢
者
も
含
め

自
分
の
体
力
を
把
握
す
る
の
に
役

立
つ
。
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

環
境
民
生
常
任
委
員
会

増
加
す
る
医
療
費
　
健
診
の
活
用
を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
癌
に
伴
う
外
来
受
診
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
の
高
度
化
が
進
み
、
費
用
が

増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

健
診
の
推
進
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
推
奨
な
ど
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
47
万
７

７
６
９
円
と
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
増

加
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
や
、
前

年
度
に
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

は
健
診
費
用
を
無
料
に
す
る
な
ど
、

受
診
率
向
上
へ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

　
特
定
健
診
の
受
診
者
が
増
え
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

た
の
か
。

　
糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
こ
と
で

腎
不
全
と
な
り
、
人
工
透
析
が
必

要
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
ま
で
の
健
診
や
保
健
指
導
の
取

組
に
加
え
、
糖
尿
病
の
優
れ
た
治

療
薬
の
開
発
も
あ
り
、
人
工
透
析

者
の
患
者
数
が
、
減
少
し
は
じ
め

て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
特
定
健
診
や
保
健
指
導
に
よ
る

効
果
は
出
て
い
る
の
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察

【
岡
山
県
笠
岡
市
】

　
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に

　
つ
い
て

旅
行
支
援
の
活
用
　
あ
さ
く
ら
を
元
気
に

朝
倉
へ
の
旅
行
者
に
対
す
る
支
援

　
市
外
県
外
の
方
に
た
く
さ
ん
来

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、

温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
購
入
対
象
者
に

居
住
地
制
限
が
な
い
が
、
販
売
方

法
が
窓
口
で
先
着
順
と
な
っ
て
い

る
。
遠
方
の
方
は
購
入
が
し
づ
ら

い
の
で
は
。

市
道
の
廃
止
及
び
認
定

　
沿
線
土
地
情
勢
の
変
化
に
よ
り

新
た
な
市
道
の
付
替
え
が
行
わ
れ

た
が
、
以
前
に
市
道
と
し
て
認
定

さ
れ
、
現
在
も
機
能
し
て
い
る
箇

所
は
、
廃
止
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
東
林
田
地
区
の
赤
谷
川
災
害
復

旧
工
事
の
完
成
に
併
せ
て
、
付
替

え
ら
れ
た
市
道
７
路
線
の
認
定
に

伴
い
、
付
替
え
以
前
の
市
道
が
認

定
か
ら
外
さ
れ
る
事
は
な
い
か
。

　
市
営
住
宅
鳩
胸
団
地
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　
鳩
胸
団
地
建
築
主
体
工
事
に
つ

い
て
、
指
名
入
札
に
よ
り
、
工
事

請
負
人
が
決
定
し
、
令
和
６
年
11

月
ま
で
の
一
期
建
築
工
事
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　
工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
４
階
建
て
で
、
各
階
10
戸
、
計

40
戸
の
入
居
が
可
能
と
な
り
、
内

訳

は
、
２
Ｄ
Ｋ
が

24

戸
、
１
Ｄ
Ｋ

が
８
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
が
８
戸
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
12
月
の
新
住

火災時に活躍

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月

25
日
・
26
日
の
日
程
で
、
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

笠
岡
市
議
会
で
は
、
平
成
22
年

の
議
会
基
本
条
例
調
査
研
究
会
議

を
立
ち
上
げ
以
降
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
員
任
期
１
期
に
つ

き
１
回
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
で
は
、
実
の
あ
る

会
議
に
す
る
た
め
、
各
会
派
ご
と

に
次
回
委
員
会
の
５
日
前
ま
で
に

文
書
に
て
意
見
提
出
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
ら
れ
、
提
出
な
き
場
合

は
委
員
会
で
の
発
言
を
禁
止
す
る

と
い
う
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
委
員
会
で
の
協
議

が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に
は
会
議

時
間
の
短
縮
に
も
繋
が
る
効
果
が

表
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

朝
倉
市
議
会
で
は
、
ま
だ
検
証

に
未
着
手
で
あ
り
、
条
例
上
、
議

会
基
本
条
例
の
検
証
は
必
ず
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

「
自
分
た
ち
は
、
ち
ゃ
ん
と
活
動
で

き
て
い
る
か
」
「
ど
う
す
れ
ば
基
本

条
例
の
目
的
を
実
現
で
き
る
か
」

等
を
考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
が
む

し
ゃ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
、

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
の
行
政
視
察
を
終
え
て
、

朝
倉
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会

改
革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

※

ほ
か
に
、
広
島
県
三
原
市
(
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
議
会
運
営

に
つ
い
て
)
を
視
察
し
ま
し
た
。

市道の現場確認

特別な財産「健康」

岡山県笠岡市

※

※

文
化
庁
長
官
の
承
認
に
よ
り
、
企
画
展
に
お
け
る

　
重
要
文
化
財
等
の
公
開
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
施
設

棟
入
居
を
予
定
し
て
い
る
。

認
定
へ
の
進
捗
状
況
は
。
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

魅
力
を
強
化
　
文
化
と
観
光
の
連
携
は

　
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
、

執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
に
つ
い
て

　
市
で
は
不
登
校
復
帰
支
援
員
を

採
用
し
、
家
庭
訪
問
や
保
護
者
の

教
育
相
談
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
立
石
小
、
甘
木
小

お
よ
び
甘
木
中
に
各
１
名
配
置
し

て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

　
承
認
に
向
け
て
、
経
験
・
ス
キ

ル
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
秋
月
博
物
館
の
公
開
承
認
施
設

　
ポ
ン
プ
車
で
20
年
で
あ
る
。

　
車
両
の
耐
用
年
数
は
。

　
今
年
は
、
秋
月
藩
成
立
４
０
０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
文
化
面
と

観
光
面
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
文
化
財
を
生
か
し
た
観
光
振
興

の
在
り
方
を
柔
軟
に
考
え
、
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

支
援
の
効
果
が
出
て
い
る
と
捉

え
て
お
り
、
で
き
れ
ば
増
員
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

家
庭
と
関
係
機
関
を
繋
ぐ
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　
不
登
校
復
帰
支
援
員
の
増
員
は

考
え
て
い
な
い
か
。

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

　
体
力
テ
ス
ト
は
高
齢
者
も
含
め

自
分
の
体
力
を
把
握
す
る
の
に
役

立
つ
。
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

環
境
民
生
常
任
委
員
会

増
加
す
る
医
療
費
　
健
診
の
活
用
を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
癌
に
伴
う
外
来
受
診
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
の
高
度
化
が
進
み
、
費
用
が

増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

健
診
の
推
進
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
推
奨
な
ど
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
47
万
７

７
６
９
円
と
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
増

加
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
や
、
前

年
度
に
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

は
健
診
費
用
を
無
料
に
す
る
な
ど
、

受
診
率
向
上
へ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

　
特
定
健
診
の
受
診
者
が
増
え
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

た
の
か
。

　
糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
こ
と
で

腎
不
全
と
な
り
、
人
工
透
析
が
必

要
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
ま
で
の
健
診
や
保
健
指
導
の
取

組
に
加
え
、
糖
尿
病
の
優
れ
た
治

療
薬
の
開
発
も
あ
り
、
人
工
透
析

者
の
患
者
数
が
、
減
少
し
は
じ
め

て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
特
定
健
診
や
保
健
指
導
に
よ
る

効
果
は
出
て
い
る
の
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察

【
岡
山
県
笠
岡
市
】

　
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に

　
つ
い
て

旅
行
支
援
の
活
用
　
あ
さ
く
ら
を
元
気
に

朝
倉
へ
の
旅
行
者
に
対
す
る
支
援

　
市
外
県
外
の
方
に
た
く
さ
ん
来

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、

温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
購
入
対
象
者
に

居
住
地
制
限
が
な
い
が
、
販
売
方

法
が
窓
口
で
先
着
順
と
な
っ
て
い

る
。
遠
方
の
方
は
購
入
が
し
づ
ら

い
の
で
は
。

市
道
の
廃
止
及
び
認
定

　
沿
線
土
地
情
勢
の
変
化
に
よ
り

新
た
な
市
道
の
付
替
え
が
行
わ
れ

た
が
、
以
前
に
市
道
と
し
て
認
定

さ
れ
、
現
在
も
機
能
し
て
い
る
箇

所
は
、
廃
止
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
東
林
田
地
区
の
赤
谷
川
災
害
復

旧
工
事
の
完
成
に
併
せ
て
、
付
替

え
ら
れ
た
市
道
７
路
線
の
認
定
に

伴
い
、
付
替
え
以
前
の
市
道
が
認

定
か
ら
外
さ
れ
る
事
は
な
い
か
。

　
市
営
住
宅
鳩
胸
団
地
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　
鳩
胸
団
地
建
築
主
体
工
事
に
つ

い
て
、
指
名
入
札
に
よ
り
、
工
事

請
負
人
が
決
定
し
、
令
和
６
年
11

月
ま
で
の
一
期
建
築
工
事
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　
工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
４
階
建
て
で
、
各
階
10
戸
、
計

40
戸
の
入
居
が
可
能
と
な
り
、
内

訳

は
、
２
Ｄ
Ｋ
が

24

戸
、
１
Ｄ
Ｋ

が
８
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
が
８
戸
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
12
月
の
新
住

火災時に活躍

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月

25
日
・
26
日
の
日
程
で
、
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

笠
岡
市
議
会
で
は
、
平
成
22
年

の
議
会
基
本
条
例
調
査
研
究
会
議

を
立
ち
上
げ
以
降
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
員
任
期
１
期
に
つ

き
１
回
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
で
は
、
実
の
あ
る

会
議
に
す
る
た
め
、
各
会
派
ご
と

に
次
回
委
員
会
の
５
日
前
ま
で
に

文
書
に
て
意
見
提
出
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
ら
れ
、
提
出
な
き
場
合

は
委
員
会
で
の
発
言
を
禁
止
す
る

と
い
う
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
委
員
会
で
の
協
議

が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に
は
会
議

時
間
の
短
縮
に
も
繋
が
る
効
果
が

表
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

朝
倉
市
議
会
で
は
、
ま
だ
検
証

に
未
着
手
で
あ
り
、
条
例
上
、
議

会
基
本
条
例
の
検
証
は
必
ず
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

「
自
分
た
ち
は
、
ち
ゃ
ん
と
活
動
で

き
て
い
る
か
」
「
ど
う
す
れ
ば
基
本

条
例
の
目
的
を
実
現
で
き
る
か
」

等
を
考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
が
む

し
ゃ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
、

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
の
行
政
視
察
を
終
え
て
、

朝
倉
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会

改
革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

※

ほ
か
に
、
広
島
県
三
原
市
(
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
議
会
運
営

に
つ
い
て
)
を
視
察
し
ま
し
た
。

市道の現場確認

特別な財産「健康」

岡山県笠岡市

※

※

文
化
庁
長
官
の
承
認
に
よ
り
、
企
画
展
に
お
け
る

　
重
要
文
化
財
等
の
公
開
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
施
設

棟
入
居
を
予
定
し
て
い
る
。

認
定
へ
の
進
捗
状
況
は
。
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Ｑ

原
鶴
地
域
の
浸
水
対
策
は

Ａ

市
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

【一般質問】

「マイナビ ツール・ド・九州２０２３」で

市内を走り抜ける選手たち

一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

大雨時の原鶴
雨水調整池の状況

【一般質問】

一
般
質
問
者
11
人

復
旧
・
復
興
か
ら
発
展
へ

活
力
あ
る
朝
倉
市
を
創
る
た
め
に

傍
聴
者
190
人

動画はこちら

質
問
項
目

①

原
鶴
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

②

宿
泊
税
を
原
資
と
す
る
「
観
光
振
興

交
付
金
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て

③

地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

④

筑
後
川
の
鵜
飼
の
存
続
に
つ
い
て

(
全
部
７
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

　
　
早
急
に
専
門
的
な
調
査
を
行
い
、
具
体

的
な
形
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
宿
泊
費
の
助
成
や
Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ

り
、
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
風
評
被

害
の
払
拭
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
原
鶴

温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
も
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
原
鶴
の
鵜
飼
は
、
朝
倉
市
が
誇
る
観

光
資
源
で
あ
る
が
、
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
不
安
定
な
営
業
と
な
っ
て
い

る
。
存
続
や
継
承
の
観
点
か
ら
、
今
後
も

　
　
原
鶴
地
域
の
大
雨
時
の
浸
水
対
策
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

　
　
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
過
疎
化
な

ど
各
地
域
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し
て

い
く
。

　
余
っ
た
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
甘
木
・
朝
倉
・
杷
木
地
域
内
で
の

再
配
分
を
可
能
と
し
て
い
る
。
市
内
全
体

で
の
再
配
分
に
つ
い
て
は
、
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
弾

力
的
な
運
用
が
で
き
な
い
か
。

　
　
被
災
原
因
の
把
握
・
除
去
を
念
頭
に

置
い
た
、
壊
れ
に
く
い
河
川
護
岸
の
復
旧

を
、
国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
を
活
用

し
、
生
産
農
家
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
地
域
由
来
の
資
源
を
活
用
し

た
肥
料
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
濁
流
の
水
の

抵
抗
に
対
す
る
補
強
設
計
を
再
度
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
持
続
可
能
な
取
組
と
な
る
よ
う
、
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
仕
組
み
や
助
成
制
度
な
ど
に

関
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
平
野
部
の
減
災
対
策
と
し
て
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
肥
料
・
農
薬
等
の
価
格
高
騰
対
策
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
意
見

が
十
分
に
反
映
さ
れ
、
実
情
に
応
じ
た
計

画
策
定
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
農
業
の
将
来
を
考
え
る
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
水
資
源
機
構
が
事
業
予
定
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
対
し
、
事
業
概
要
・
調
査
内
容

の
説
明
を
行
い
、
環
境
へ
の
影
響
、
施
設

設
計
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
ダ
ム
群
連
携
事
業
の
現
況
は
。

　
　
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
の
構
築
を

　
　
鵜
飼
の
継
承
に
つ
い
て

農業の多面的機能を見直そう

環境省や福岡県の同行避難周知
チラシ。朝倉市は未作成。

日野　泰信　議員
ひ  の やすのぶ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

②

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

③

ダ
ム
群
連
携
事
業
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

避
難
所
に
つ
い
て

②

防
火
水
槽
に
つ
い
て

③

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
と
農
業
問
題
を
問
う

避
難
所
の
在
り
方
は
こ
れ
で
い
い
の
か

　
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
施
設
を
開

放
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
自
主

避
難
所
に
は
市
の
職
員
が
常
駐
し
て
い
な

い
た
め
、
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
自

主
避
難
所
か
ら
の
要
望
な
ど
は
、
必
要
な

対
応
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
７
月
大
雨
の
自
主
避
難
所
開
設
数
と

避
難
者
数
を
問
う
。
ま
た
、
自
主
避
難
所

と
市
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
現
在
、
朝
倉
支
所
に
ペ
ッ
ト
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
今
後
、
動
物

愛
護
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
前
向
き
に

　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
を
、
今
後
は
開

設
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
か
ら

の
要
望
に
基
づ
き
、
設
置
場
所
な
ど
を
協

議
し
て
い
く
。
原
鶴
公
民
館
の
防
火
水
槽

は
、
令
和
５
年
度
に
設
置
す
る
。

　
　
古
い
防
火
水
槽
は
、
新
し
く
作
り
か

え
る
の
か
。
原
鶴
の
防
火
水
槽
は
、
い
つ

設
置
で
き
る
の
か
。

　
　
国
道
３
８
６
号
本
陣
橋
交
差
点
の
改

良
工
事
後
に
、
当
該
市
道
の
全
体
的
な
舗

装
補
修
を
計
画
し
た
い
。

　
　
杷
木
志
波
中
町
・
下
町
間
の
市
道
の

補
修
は
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

石井 清治　議員
いし い せい じ

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、

継
承
問
題
を
含
む
様
々
な
問
題
や
解
決
策

に
つ
い
て
、
全
国
の
関
係
者
と
情
報
共
有

を
行
う
。

検
討
し
て
い
く
。
飼
い
主
へ
の
周
知
方
法

も
考
え
て
い
く
。
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Ｑ

原
鶴
地
域
の
浸
水
対
策
は

Ａ

市
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

【一般質問】

「マイナビ ツール・ド・九州２０２３」で

市内を走り抜ける選手たち

一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

大雨時の原鶴
雨水調整池の状況

【一般質問】

一
般
質
問
者
11
人

復
旧
・
復
興
か
ら
発
展
へ

活
力
あ
る
朝
倉
市
を
創
る
た
め
に

傍
聴
者
190
人

動画はこちら

質
問
項
目

①

原
鶴
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

②

宿
泊
税
を
原
資
と
す
る
「
観
光
振
興

交
付
金
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て

③

地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

④

筑
後
川
の
鵜
飼
の
存
続
に
つ
い
て

(
全
部
７
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

　
　
早
急
に
専
門
的
な
調
査
を
行
い
、
具
体

的
な
形
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
宿
泊
費
の
助
成
や
Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ

り
、
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
風
評
被

害
の
払
拭
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
原
鶴

温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
も
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
原
鶴
の
鵜
飼
は
、
朝
倉
市
が
誇
る
観

光
資
源
で
あ
る
が
、
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
不
安
定
な
営
業
と
な
っ
て
い

る
。
存
続
や
継
承
の
観
点
か
ら
、
今
後
も

　
　
原
鶴
地
域
の
大
雨
時
の
浸
水
対
策
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

　
　
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
過
疎
化
な

ど
各
地
域
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し
て

い
く
。

　
余
っ
た
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
甘
木
・
朝
倉
・
杷
木
地
域
内
で
の

再
配
分
を
可
能
と
し
て
い
る
。
市
内
全
体

で
の
再
配
分
に
つ
い
て
は
、
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
地
域
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
弾

力
的
な
運
用
が
で
き
な
い
か
。

　
　
被
災
原
因
の
把
握
・
除
去
を
念
頭
に

置
い
た
、
壊
れ
に
く
い
河
川
護
岸
の
復
旧

を
、
国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
を
活
用

し
、
生
産
農
家
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
地
域
由
来
の
資
源
を
活
用
し

た
肥
料
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
濁
流
の
水
の

抵
抗
に
対
す
る
補
強
設
計
を
再
度
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
持
続
可
能
な
取
組
と
な
る
よ
う
、
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
仕
組
み
や
助
成
制
度
な
ど
に

関
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
平
野
部
の
減
災
対
策
と
し
て
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
肥
料
・
農
薬
等
の
価
格
高
騰
対
策
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
意
見

が
十
分
に
反
映
さ
れ
、
実
情
に
応
じ
た
計

画
策
定
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
農
業
の
将
来
を
考
え
る
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
水
資
源
機
構
が
事
業
予
定
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
対
し
、
事
業
概
要
・
調
査
内
容

の
説
明
を
行
い
、
環
境
へ
の
影
響
、
施
設

設
計
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
ダ
ム
群
連
携
事
業
の
現
況
は
。

　
　
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
の
構
築
を

　
　
鵜
飼
の
継
承
に
つ
い
て

農業の多面的機能を見直そう

環境省や福岡県の同行避難周知
チラシ。朝倉市は未作成。

日野　泰信　議員
ひ  の やすのぶ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

②

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

③

ダ
ム
群
連
携
事
業
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

避
難
所
に
つ
い
て

②

防
火
水
槽
に
つ
い
て

③

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
と
農
業
問
題
を
問
う

避
難
所
の
在
り
方
は
こ
れ
で
い
い
の
か

　
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
施
設
を
開

放
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
自
主

避
難
所
に
は
市
の
職
員
が
常
駐
し
て
い
な

い
た
め
、
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
自

主
避
難
所
か
ら
の
要
望
な
ど
は
、
必
要
な

対
応
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
７
月
大
雨
の
自
主
避
難
所
開
設
数
と

避
難
者
数
を
問
う
。
ま
た
、
自
主
避
難
所

と
市
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
現
在
、
朝
倉
支
所
に
ペ
ッ
ト
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
今
後
、
動
物

愛
護
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
前
向
き
に

　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
を
、
今
後
は
開

設
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
か
ら

の
要
望
に
基
づ
き
、
設
置
場
所
な
ど
を
協

議
し
て
い
く
。
原
鶴
公
民
館
の
防
火
水
槽

は
、
令
和
５
年
度
に
設
置
す
る
。

　
　
古
い
防
火
水
槽
は
、
新
し
く
作
り
か

え
る
の
か
。
原
鶴
の
防
火
水
槽
は
、
い
つ

設
置
で
き
る
の
か
。

　
　
国
道
３
８
６
号
本
陣
橋
交
差
点
の
改

良
工
事
後
に
、
当
該
市
道
の
全
体
的
な
舗

装
補
修
を
計
画
し
た
い
。

　
　
杷
木
志
波
中
町
・
下
町
間
の
市
道
の

補
修
は
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

石井 清治　議員
いし い せい じ

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、

継
承
問
題
を
含
む
様
々
な
問
題
や
解
決
策

に
つ
い
て
、
全
国
の
関
係
者
と
情
報
共
有

を
行
う
。

検
討
し
て
い
く
。
飼
い
主
へ
の
周
知
方
法

も
考
え
て
い
く
。
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朝倉市移住定住交流センター
「コンネアサクラ」
完成イメージ図

386号活性化に向けて一歩を

　
　
他
の
部
署
で
受
理
す
る
な
ど
、
電
話

が
繋
が
る
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
災
害
時
、
市
役
所
に
電
話
が
す
ぐ
繋

が
る
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
如
何
か
。

　
　
物
理
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
の
情
報
共
有
会
議
に
お
い

て
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
で
き
る
避
難
所
の
複
数

開
設
が
で
き
な
い
か
。

　
　
移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

令
和
６
年
３
月
竣
工
予
定
。
移
住
相
談
窓

口
の
充
実
、
支
援
体
制
の
強
化
、
魅
力
発

信
な
ど
を
行
う
拠
点
に
す
る
。

　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お

い
て
、
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
荒
れ
た
農
地
の
整
備
、
周
辺
の
耕
作
者
へ

の
理
解
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
有
機
農
法
へ
の
利
用

は
で
き
な
い
か
。

　
　
過
去
、
停
電
に
よ
り
避
難
所
の
ト
イ

レ
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
対
応
は
。

　
　
側
溝
の
土
砂
撤
去
な
ど
、
宅
地
外
で

も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

大
規
模
災
害
に
対
し
て
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り

②

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て

③

耕
作
放
棄
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

ま
ち
づ
く
り
と
み
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②

防
災
に
つ
い
て

③

不
燃
物
の
回
収
に
つ
い
て

Ｑ

道
づ
く
り
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ

道
路
整
備
と
地
域
づ
く
り
は
密
接
関
係

　
　
道
路
整
備
の
幅
員
等
の
検
討
は
、
１

日
当
た
り
の
交
通
量
、
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
、
実
現
性
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
３
８
６
号
が
４
車
線
道
路
で
あ
れ

ば
、
歩
道
や
水
路
の
整
備
も
終
わ
り
、
交

通
渋
滞
や
事
故
を
防
ぎ
、
福
岡
ま
で
の
動

脈
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
。

　
　
八
女
で
は
道
路
の
両
端
に
事
業
所
が

建
ち
並
び
、
活
力
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
３
８
６
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
は
農
業

振
興
地
域
で
あ
り
、
土
地
利
用
が
進
ま
な

い
こ
と
が
、
八
女
と
違
っ
た
形
態
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
八
女
の
道
づ
く
り
は
す
ご
い
。
今
ま

で
と
逆
方
向
に
イ
ン
タ
ー
か
ら
降
り
て
バ

イ
パ
ス
に
接
続
し
た
こ
と
で
、
大
き
く
商

業
地
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
一
方

で
、
朝
倉
市
の
３
８
６
号
バ
イ
パ
ス
周
辺

　
　
高
齢
者
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、

自
分
で
ゴ
ミ
を
集
積
所
に
持
っ
て
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
へ
の
対
策
は
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ワ
ン
コ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
可
燃
・
不
燃
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、

今
後
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
進
め
る

　
　
発
電
機
や
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
迅
速
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
災
害
協
定
相
手
方

と
の
連
絡
調
整
、
応
援
・
受
援
体
制
な
ど

を
強
化
し
て
備
え
て
い
る
。

徳永　秀俊　議員
とくなが ひでとし

【一般質問】 【一般質問】

　
　
市
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
、
原
形
復

旧
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
被
災
原
因
の

除
去
を
念
頭
に
、
河
床
勾
配
の
緩
和
や
強

靭
化
等
、
壊
れ
に
く
い
河
川
護
岸
の
復
旧

が
行
え
る
よ
う
、
国
や
福
岡
県
に
対
し
求

め
て
い
き
た
い
。

　
福
岡
県
が
原
形
復
旧
し
た
被
災
河
川
に

つ
い
て
も
、
改
良
的
要
素
を
取
り
入
れ
た

対
応
を
、
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　
　
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り
、
短
時

間
で
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
流
入
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
　
平
成
29
年
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事

を
行
っ
た
河
川
護
岸
で
、
再
び
被
災
し

た
箇
所
が
あ
る
。
工
事
方
法
や
復
旧
の

考
え
方
は
。

　
　
筑
後
川
や
佐
田
川
の
洪
水
被
害
軽

減
、
筑
後
川
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維

持
、
両
筑
平
野
の
農
業
用
水
の
補
給
、
水

道
用
水
の
確
保
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ

ム
で
あ
る
。
出
水
期
に
お
い
て
は
、
ダ
ム

の
洪
水
調
節
に
よ
り
、
生
命
や
財
産
を
守

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
寺
内
ダ
ム
の
役
割
は
何
か
。

　
　
寺
内
ダ
ム
の
緊
急
放
流
の
通
知
が
１

時
間
前
だ
っ
た
経
緯
は
。

再び被害を受けた河川護岸

堆積土砂による果樹林の被害

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

災
害
に
対
す
る
検
証
と
対
策

②

寺
内
ダ
ム
の
役
割
と
洪
水
調
節
に
よ

る
治
水
効
果
に
つ
い
て

③

学
校
現
場
に
お
け
る
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

７
月
７
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
の
状
況

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

Ｑ

安
全
・
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

Ａ

強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

Ｑ

改
良
復
旧
を
国
に
働
き
か
け
を

Ａ
現
実
は
厳
し
い
の
で
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
る

　
　
夜
中
に
天
候
が
急
変
し
た
為
。
明
る

い
時
間
帯
の
発
信
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
　
前
日
か
ら
大
雨
等
の
発
表
が
あ
っ
た

が
、
夜
中
の
避
難
指
示
発
令
の
経
緯
は
。

　
　
今
後
は
、主
要
３
施
設
(
甘
木
・
朝
倉
・

杷
木
)
で
の
分
散
配
置
で
対
応
す
る
。

　
　
一
時
避
難
時
に
も
、
避
難
所
の
物
資

に
液
体
ミ
ル
ク
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
河
川
で
は
あ
る
が
、
県
の
砂
防

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

被
害
状
況
を
検
証
し
、
県
に
見
直
し
を
要

　
　
寒
水
川
の
被
害
が
大
き
い
。
工
事
の

ペ
ー
ス
を
速
め
、
国
へ
改
良
復
旧
の
要
請

が
必
要
で
は
。

　
　
関
係
団
体
・
機
関
へ
の
働
き
か
け
も

含
め
、
組
織
横
断
的
な
協
議
・
体
制
・
仕

組
み
作
り
に
今
後
努
め
る
。

　
　
農
地
被
災
は
１
１
１
６
件
。
早
期
営

農
再
開
の
た
め
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
が
有
効
で
は
な
い
か
。

　
　
未
整
備
の
谷
や
山
林
の
法
面
な
ど
、

複
数
個
所
で
大
規
模
な
崩
壊
が
あ
る
。
砂

防
や
治
山
事
業
が
未
整
備
だ
っ
た
事
が
一

因
。
林
野
庁
や
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
乙
石
川
上
流
で
、
農
地
改
良
復
旧
後

の
区
画
整
理
エ
リ
ア
被
害
の
原
因
は
。

北川　清文　議員
きたがわ きよふみ

は
、
住
宅
地
・
商
業
地
と
し
て
発
展
も
見

ら
れ
な
い
。

望
し
て
い
る
。

き
ょ
う

じ
ん
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他
の
部
署
で
受
理
す
る
な
ど
、
電
話

が
繋
が
る
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
災
害
時
、
市
役
所
に
電
話
が
す
ぐ
繋

が
る
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
如
何
か
。

　
　
物
理
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
の
情
報
共
有
会
議
に
お
い

て
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
で
き
る
避
難
所
の
複
数

開
設
が
で
き
な
い
か
。

　
　
移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

令
和
６
年
３
月
竣
工
予
定
。
移
住
相
談
窓

口
の
充
実
、
支
援
体
制
の
強
化
、
魅
力
発

信
な
ど
を
行
う
拠
点
に
す
る
。

　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お

い
て
、
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
荒
れ
た
農
地
の
整
備
、
周
辺
の
耕
作
者
へ

の
理
解
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
有
機
農
法
へ
の
利
用

は
で
き
な
い
か
。

　
　
過
去
、
停
電
に
よ
り
避
難
所
の
ト
イ

レ
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
対
応
は
。

　
　
側
溝
の
土
砂
撤
去
な
ど
、
宅
地
外
で

も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

大
規
模
災
害
に
対
し
て
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り

②

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て

③

耕
作
放
棄
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

ま
ち
づ
く
り
と
み
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②

防
災
に
つ
い
て

③

不
燃
物
の
回
収
に
つ
い
て

Ｑ

道
づ
く
り
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ

道
路
整
備
と
地
域
づ
く
り
は
密
接
関
係

　
　
道
路
整
備
の
幅
員
等
の
検
討
は
、
１

日
当
た
り
の
交
通
量
、
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
、
実
現
性
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
３
８
６
号
が
４
車
線
道
路
で
あ
れ

ば
、
歩
道
や
水
路
の
整
備
も
終
わ
り
、
交

通
渋
滞
や
事
故
を
防
ぎ
、
福
岡
ま
で
の
動

脈
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
。

　
　
八
女
で
は
道
路
の
両
端
に
事
業
所
が

建
ち
並
び
、
活
力
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
３
８
６
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
は
農
業

振
興
地
域
で
あ
り
、
土
地
利
用
が
進
ま
な

い
こ
と
が
、
八
女
と
違
っ
た
形
態
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
八
女
の
道
づ
く
り
は
す
ご
い
。
今
ま

で
と
逆
方
向
に
イ
ン
タ
ー
か
ら
降
り
て
バ

イ
パ
ス
に
接
続
し
た
こ
と
で
、
大
き
く
商

業
地
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
一
方

で
、
朝
倉
市
の
３
８
６
号
バ
イ
パ
ス
周
辺

　
　
高
齢
者
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、

自
分
で
ゴ
ミ
を
集
積
所
に
持
っ
て
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
へ
の
対
策
は
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ワ
ン
コ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
可
燃
・
不
燃
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、

今
後
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
進
め
る

　
　
発
電
機
や
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
迅
速
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
災
害
協
定
相
手
方

と
の
連
絡
調
整
、
応
援
・
受
援
体
制
な
ど

を
強
化
し
て
備
え
て
い
る
。

徳永　秀俊　議員
とくなが ひでとし

【一般質問】 【一般質問】

　
　
市
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
、
原
形
復

旧
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
被
災
原
因
の

除
去
を
念
頭
に
、
河
床
勾
配
の
緩
和
や
強

靭
化
等
、
壊
れ
に
く
い
河
川
護
岸
の
復
旧

が
行
え
る
よ
う
、
国
や
福
岡
県
に
対
し
求

め
て
い
き
た
い
。

　
福
岡
県
が
原
形
復
旧
し
た
被
災
河
川
に

つ
い
て
も
、
改
良
的
要
素
を
取
り
入
れ
た

対
応
を
、
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　
　
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り
、
短
時

間
で
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
流
入
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
　
平
成
29
年
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事

を
行
っ
た
河
川
護
岸
で
、
再
び
被
災
し

た
箇
所
が
あ
る
。
工
事
方
法
や
復
旧
の

考
え
方
は
。

　
　
筑
後
川
や
佐
田
川
の
洪
水
被
害
軽

減
、
筑
後
川
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維

持
、
両
筑
平
野
の
農
業
用
水
の
補
給
、
水

道
用
水
の
確
保
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ

ム
で
あ
る
。
出
水
期
に
お
い
て
は
、
ダ
ム

の
洪
水
調
節
に
よ
り
、
生
命
や
財
産
を
守

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
寺
内
ダ
ム
の
役
割
は
何
か
。

　
　
寺
内
ダ
ム
の
緊
急
放
流
の
通
知
が
１

時
間
前
だ
っ
た
経
緯
は
。

再び被害を受けた河川護岸

堆積土砂による果樹林の被害

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

災
害
に
対
す
る
検
証
と
対
策

②

寺
内
ダ
ム
の
役
割
と
洪
水
調
節
に
よ

る
治
水
効
果
に
つ
い
て

③

学
校
現
場
に
お
け
る
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

７
月
７
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
の
状
況

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

Ｑ

安
全
・
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

Ａ

強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

Ｑ

改
良
復
旧
を
国
に
働
き
か
け
を

Ａ
現
実
は
厳
し
い
の
で
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
る

　
　
夜
中
に
天
候
が
急
変
し
た
為
。
明
る

い
時
間
帯
の
発
信
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
　
前
日
か
ら
大
雨
等
の
発
表
が
あ
っ
た

が
、
夜
中
の
避
難
指
示
発
令
の
経
緯
は
。

　
　
今
後
は
、主
要
３
施
設
(
甘
木
・
朝
倉
・

杷
木
)
で
の
分
散
配
置
で
対
応
す
る
。

　
　
一
時
避
難
時
に
も
、
避
難
所
の
物
資

に
液
体
ミ
ル
ク
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
河
川
で
は
あ
る
が
、
県
の
砂
防

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

被
害
状
況
を
検
証
し
、
県
に
見
直
し
を
要

　
　
寒
水
川
の
被
害
が
大
き
い
。
工
事
の

ペ
ー
ス
を
速
め
、
国
へ
改
良
復
旧
の
要
請

が
必
要
で
は
。

　
　
関
係
団
体
・
機
関
へ
の
働
き
か
け
も

含
め
、
組
織
横
断
的
な
協
議
・
体
制
・
仕

組
み
作
り
に
今
後
努
め
る
。

　
　
農
地
被
災
は
１
１
１
６
件
。
早
期
営

農
再
開
の
た
め
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
が
有
効
で
は
な
い
か
。

　
　
未
整
備
の
谷
や
山
林
の
法
面
な
ど
、

複
数
個
所
で
大
規
模
な
崩
壊
が
あ
る
。
砂

防
や
治
山
事
業
が
未
整
備
だ
っ
た
事
が
一

因
。
林
野
庁
や
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
乙
石
川
上
流
で
、
農
地
改
良
復
旧
後

の
区
画
整
理
エ
リ
ア
被
害
の
原
因
は
。

北川　清文　議員
きたがわ きよふみ

は
、
住
宅
地
・
商
業
地
と
し
て
発
展
も
見

ら
れ
な
い
。

望
し
て
い
る
。

き
ょ
う

じ
ん
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床島用水に流れ込む桂川の大量の水

29
年
災
害
や
地
方
創
生
、
移
住
定
住

セ
ン
タ
ー
建
設
に
活
用
し
て
い
る
。
ご
意

見
を
頂
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
(
納

税
)
は
、29
億
２
８
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち
、

13
億
５
１
０
０
万
円
が
基
金
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
財
源
と
し
、
当
面
す

る
行
政
課
題
を
解
決
し
、
朝
倉
市
の
未
来

の
計
画
を
練
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
る
。
市
民
か
ら
も
認
め
て
頂

け
る
よ
う
な
有
効
活
用
が
出
来
る
事
を
目

指
し
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ご
提
案
の
各
地
域
に
出
向
い
て
、
実

際
に
足
を
運
び
、
そ
の
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
講
演
や
勉
強
会
が
出
来
る
よ
う
に
、

教
育
委
員
会
と
し
て
考
え
て
い
る
。
兜
の

レ
プ
リ
カ
の
紹
介
な
ど
の
ご
意
見
も
、
参

考
に
さ
せ
て
頂
く
。

　
　
現
市
庁
舎
移
転
後
は
、①
解
体
後
、

更
地
に
す
る
。②
解
体
後
、
新
た
な
計
画

を
す
る
。③
解
体
せ
ず
補
修
し
、
丸
山
公

園
と
一
体
的
に
活
用
す
る
。③
が
妥
当
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
如
何
に
。

　
　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
記
念
事
業
が
、

行
政
と
そ
れ
に
関
係
す
る
人
た
ち
だ
け
の

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
挙
げ
て

加藤　正二　議員
か とう しょうじ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

ふ
る
さ
と
納
税
と
財
政
の
見
通
し

(
行
政
課
題
へ
の
活
用
)

②

秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
記
念
事
業

(
市
内
外
へ
の
取
組
)

③

現
庁
舎
移
転
後
の
活
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

蜷
城
地
区
の
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

Ｑ

筑
後
川
の
水
位
を
下
げ
る
対
策
は

Ａ

浚
渫
の
促
進
を
国
に
求
め
て
い
く

　
　
桂
川
の
堤
防
嵩
上
げ
と
改
良
復
旧
が

ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。
福
岡
県
の
効
果
・

検
証
を
待
っ
て
、
流
域
治
水
の
枠
組
み
で

関
係
機
関
と
の
協
議
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
筑
後
川
河
川
事
務
所
を
含
め
勉
強
会

を
開
催
し
た
が
、
７
月
10
日
の
豪
雨
に
よ

り
中
断
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
流
域

　
　
豪
雨
時
に
は
、
桂
川
の
水
が
堤
防
を

越
水
し
て
床
島
用
水
に
流
入
し
て
い
る
。

堤
防
へ
の
流
入
口
の
設
置
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
の
協
議
は
。

　
　
長
田
川
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、
福

岡
県
土
整
備
部
・
農
林
水
産
部
・
朝
倉
市

な
ど
が
連
携
し
た
協
議
の
経
過
及
び
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
筑
後
川
の
水
位
を
下
げ
る
対
策
は
。

　
　
上
流
域
で
の
洪
水
抑
制
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
堆
積
し

た
土
砂
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
浚
渫
の

促
進
を
国
に
求
め
て
い
く
。

　
　
佐
田
川
河
川
整
備
計
画
が
進
め
ば
、

住
民
の
安
心
感
が
増
す
。
河
川
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
今
年
度
は
、
地
形
把
握
の
た
め
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
測
量
や
河
川
内
で
の
測

量
な
ど
、
工
事
着
手
に
向
け
た
調
査
・
設

計
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
朝
倉
市
の
未
来
を
市
長
は
い
か
に
考
え
る
か

Ａ
市
民
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
朝
倉
を
作
り
た
い

実藤　輝夫　議員
さねふじ てる  お

【一般質問】 【一般質問】

　
　
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
授
業

時
数
の
確
保
の
た
め
に
、
始
業
式
を
遅
ら

せ
れ
ば
夏
休
み
等
の
短
縮
な
ど
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
に
な
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
よ
っ
て
、
一

定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
保
た
れ
て
い
る
事

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
国
の
非
常
勤
職

員
の
制
度
、
近
隣
各
市
の
制
度
、
運
用
等

を
注
視
し
、
調
査
分
析
を
行
い
適
正
な
任

用
、
配
置
、
処
遇
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
小
中
学
校
の
始
業
式
準
備
が
３
日
間

で
あ
り
、
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
準
備
に

十
分
な
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
。
新
年
度

は
異
動
も
あ
り
、
職
員
会
議
や
連
絡
会
議

等
、
大
変
繁
忙
で
あ
る
。
４
日
間
の
準
備

期
間
を
確
保
出
来
な
い
か
。

　
　
予
備
時
数
は
20
時
間
程
度
あ
り
、
中

央
教
育
審
議
会
(
中
教
審
)
で
は
年
間
の

授
業
時
数
を
見
直
す
提
言
も
出
て
い
る
。

授
業
時
数
が
足
り
な
い
、
と
い
う
心
配
は

　
　
中
教
審
の
緊
急
提
言
を
受
け
、
今
後
、

教
育
委
員
会
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
役
所
で
は
、３
２
０
名(
37
.
７
％
)

の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
市
政
運
営
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
時
に
は
、
市
民
を

守
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
為
に
も
、

安
心
し
て
働
け
る
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

始業式の準備には
時間とゆとりが必要

交流人口を増やしたい

中島　秀樹　議員
なかしま ひで き

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

②

災
害
対
応
に
つ
い
て

③

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

た
ら
い
い
の
か

Ｑ

始
業
式
ま
で
の
準
備
期
間
を
４
日
間
に

Ａ

教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
17
万
件
を
活
か
せ

Ａ

現
実
は
買
い
物
の
色
合
い
が
強
い

　
　
件
数
は
17
万
５
０
０
０
件
、
金
額
は

29
億
２
８
４
７
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
朝
倉
市
の
実
績
は
。

　
　
事
業
者
と
一
緒
に
新
し
い
物
を
加

え
、
全
国
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
。

　
　
寄
附
件
数
が
17
万
５
０
０
０
件
も
あ

る
。
こ
こ
に
注
目
し
、
地
域
創
生
に
活
か

す
べ
き
で
あ
る
。
市
内
の
知
名
度
が
低
い

商
品
を
、
新
し
く
発
掘
で
き
な
い
か
。

　
　
寄
附
の
際
、「
朝
倉
市
の
情
報
が
欲

し
い
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
方
に
、
メ
ー

　
　
お
礼
状
や
挨
拶
状
を
送
る
な
ど
、
寄

附
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
し
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
温
泉
宿
泊
券
や
ゴ
ル
フ
プ

レ
ー
券
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
実
際
に

現
地
を
訪
れ
る
た
め
、
宿
泊
や
観
光
な
ど

に
対
す
る
波
及
効
果
も
大
き
い
。

　
　
寄
附
件
数
に
対
し
て
情
報
提
供
の
件

数
が
少
な
い
。
体
験
型
返
礼
に
注
力
し
て
、

関
係
人
口
を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　
現
実
は
買
い
物
の
色
合
い
が
強
い
。

10
月
よ
り
制
度
が
若
干
変
わ
る
の
で
、
寄

附
額
と
返
礼
費
用
の
様
子
を
見
た
い
。

30
億
円
弱
も
集
め
た
後
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
更
に
進
化
さ
せ
て
、
朝
倉
市
の

ふ
る
さ
と
創
生
に
活
か
せ
な
い
か
。

　
　
大
体
１
万
件
で
あ
る
。

　
　
情
報
提
供
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。

の
事
業
に
す
る
為
に
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
を
通
じ
て
、
市
民
全
体
の
事
業

と
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

治
水
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
長
田
川
に
注

目
し
た
軽
減
対
策
を
強
く
求
め
て
い
く
。

要
ら
な
い
と
考
え
る
。
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床島用水に流れ込む桂川の大量の水

29
年
災
害
や
地
方
創
生
、
移
住
定
住

セ
ン
タ
ー
建
設
に
活
用
し
て
い
る
。
ご
意

見
を
頂
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
(
納

税
)
は
、29
億
２
８
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち
、

13
億
５
１
０
０
万
円
が
基
金
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
財
源
と
し
、
当
面
す

る
行
政
課
題
を
解
決
し
、
朝
倉
市
の
未
来

の
計
画
を
練
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
る
。
市
民
か
ら
も
認
め
て
頂

け
る
よ
う
な
有
効
活
用
が
出
来
る
事
を
目

指
し
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ご
提
案
の
各
地
域
に
出
向
い
て
、
実

際
に
足
を
運
び
、
そ
の
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
講
演
や
勉
強
会
が
出
来
る
よ
う
に
、

教
育
委
員
会
と
し
て
考
え
て
い
る
。
兜
の

レ
プ
リ
カ
の
紹
介
な
ど
の
ご
意
見
も
、
参

考
に
さ
せ
て
頂
く
。

　
　
現
市
庁
舎
移
転
後
は
、①
解
体
後
、

更
地
に
す
る
。②
解
体
後
、
新
た
な
計
画

を
す
る
。③
解
体
せ
ず
補
修
し
、
丸
山
公

園
と
一
体
的
に
活
用
す
る
。③
が
妥
当
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
如
何
に
。

　
　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
記
念
事
業
が
、

行
政
と
そ
れ
に
関
係
す
る
人
た
ち
だ
け
の

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
挙
げ
て

加藤　正二　議員
か とう しょうじ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

ふ
る
さ
と
納
税
と
財
政
の
見
通
し

(
行
政
課
題
へ
の
活
用
)

②

秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
記
念
事
業

(
市
内
外
へ
の
取
組
)

③

現
庁
舎
移
転
後
の
活
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

蜷
城
地
区
の
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

Ｑ

筑
後
川
の
水
位
を
下
げ
る
対
策
は

Ａ

浚
渫
の
促
進
を
国
に
求
め
て
い
く

　
　
桂
川
の
堤
防
嵩
上
げ
と
改
良
復
旧
が

ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。
福
岡
県
の
効
果
・

検
証
を
待
っ
て
、
流
域
治
水
の
枠
組
み
で

関
係
機
関
と
の
協
議
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
筑
後
川
河
川
事
務
所
を
含
め
勉
強
会

を
開
催
し
た
が
、
７
月
10
日
の
豪
雨
に
よ

り
中
断
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
流
域

　
　
豪
雨
時
に
は
、
桂
川
の
水
が
堤
防
を

越
水
し
て
床
島
用
水
に
流
入
し
て
い
る
。

堤
防
へ
の
流
入
口
の
設
置
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
の
協
議
は
。

　
　
長
田
川
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、
福

岡
県
土
整
備
部
・
農
林
水
産
部
・
朝
倉
市

な
ど
が
連
携
し
た
協
議
の
経
過
及
び
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
筑
後
川
の
水
位
を
下
げ
る
対
策
は
。

　
　
上
流
域
で
の
洪
水
抑
制
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
堆
積
し

た
土
砂
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
浚
渫
の

促
進
を
国
に
求
め
て
い
く
。

　
　
佐
田
川
河
川
整
備
計
画
が
進
め
ば
、

住
民
の
安
心
感
が
増
す
。
河
川
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
今
年
度
は
、
地
形
把
握
の
た
め
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
測
量
や
河
川
内
で
の
測

量
な
ど
、
工
事
着
手
に
向
け
た
調
査
・
設

計
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
朝
倉
市
の
未
来
を
市
長
は
い
か
に
考
え
る
か

Ａ
市
民
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
朝
倉
を
作
り
た
い

実藤　輝夫　議員
さねふじ てる  お

【一般質問】 【一般質問】

　
　
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
授
業

時
数
の
確
保
の
た
め
に
、
始
業
式
を
遅
ら

せ
れ
ば
夏
休
み
等
の
短
縮
な
ど
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
に
な
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
よ
っ
て
、
一

定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
保
た
れ
て
い
る
事

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
国
の
非
常
勤
職

員
の
制
度
、
近
隣
各
市
の
制
度
、
運
用
等

を
注
視
し
、
調
査
分
析
を
行
い
適
正
な
任

用
、
配
置
、
処
遇
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
小
中
学
校
の
始
業
式
準
備
が
３
日
間

で
あ
り
、
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
準
備
に

十
分
な
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
。
新
年
度

は
異
動
も
あ
り
、
職
員
会
議
や
連
絡
会
議

等
、
大
変
繁
忙
で
あ
る
。
４
日
間
の
準
備

期
間
を
確
保
出
来
な
い
か
。

　
　
予
備
時
数
は
20
時
間
程
度
あ
り
、
中

央
教
育
審
議
会
(
中
教
審
)
で
は
年
間
の

授
業
時
数
を
見
直
す
提
言
も
出
て
い
る
。

授
業
時
数
が
足
り
な
い
、
と
い
う
心
配
は

　
　
中
教
審
の
緊
急
提
言
を
受
け
、
今
後
、

教
育
委
員
会
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
役
所
で
は
、３
２
０
名(
37
.
７
％
)

の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
市
政
運
営
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
時
に
は
、
市
民
を

守
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
為
に
も
、

安
心
し
て
働
け
る
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

始業式の準備には
時間とゆとりが必要

交流人口を増やしたい

中島　秀樹　議員
なかしま ひで き

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

①

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

②

災
害
対
応
に
つ
い
て

③

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

質
問
項
目

①

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

た
ら
い
い
の
か

Ｑ

始
業
式
ま
で
の
準
備
期
間
を
４
日
間
に

Ａ

教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
17
万
件
を
活
か
せ

Ａ

現
実
は
買
い
物
の
色
合
い
が
強
い

　
　
件
数
は
17
万
５
０
０
０
件
、
金
額
は

29
億
２
８
４
７
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
朝
倉
市
の
実
績
は
。

　
　
事
業
者
と
一
緒
に
新
し
い
物
を
加

え
、
全
国
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
。

　
　
寄
附
件
数
が
17
万
５
０
０
０
件
も
あ

る
。
こ
こ
に
注
目
し
、
地
域
創
生
に
活
か

す
べ
き
で
あ
る
。
市
内
の
知
名
度
が
低
い

商
品
を
、
新
し
く
発
掘
で
き
な
い
か
。

　
　
寄
附
の
際
、「
朝
倉
市
の
情
報
が
欲

し
い
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
方
に
、
メ
ー

　
　
お
礼
状
や
挨
拶
状
を
送
る
な
ど
、
寄

附
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
し
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
温
泉
宿
泊
券
や
ゴ
ル
フ
プ

レ
ー
券
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
実
際
に

現
地
を
訪
れ
る
た
め
、
宿
泊
や
観
光
な
ど

に
対
す
る
波
及
効
果
も
大
き
い
。

　
　
寄
附
件
数
に
対
し
て
情
報
提
供
の
件

数
が
少
な
い
。
体
験
型
返
礼
に
注
力
し
て
、

関
係
人
口
を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　
現
実
は
買
い
物
の
色
合
い
が
強
い
。

10
月
よ
り
制
度
が
若
干
変
わ
る
の
で
、
寄

附
額
と
返
礼
費
用
の
様
子
を
見
た
い
。

30
億
円
弱
も
集
め
た
後
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
更
に
進
化
さ
せ
て
、
朝
倉
市
の

ふ
る
さ
と
創
生
に
活
か
せ
な
い
か
。

　
　
大
体
１
万
件
で
あ
る
。

　
　
情
報
提
供
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。

の
事
業
に
す
る
為
に
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
を
通
じ
て
、
市
民
全
体
の
事
業

と
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

治
水
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
長
田
川
に
注

目
し
た
軽
減
対
策
を
強
く
求
め
て
い
く
。

要
ら
な
い
と
考
え
る
。
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豪
雨
災
害
現
場
を
視
察

　
　
　
　
大
庭

き
み
子
、
飯
田

早
苗

　
　
　※

一
部
の
み
記
載

【現地視察】 【請願書・人事案件】

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

稲城市議会（東京都）

「九州北部豪雨からの

　　　　　その後について」

岐阜市議会（岐阜県）

「秋月城下町の観光施策及び

まちづくり施策について」

　
朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒川（黒松） 三奈木（鬼ヶ城） 杷木寒水（寒水川）

新上五島町議会（長崎県）

「議会におけるペーパーレス

会議システム（タブレット端

末）の導入について」

請
願
書
・
意
見
書

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
次
の
請
願

書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
記
の
意
見
書
案
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
市

議
会
は
建
設
経
済
・
総
務
文
教
・
環
境

民
生
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、
７
月
７

日
か
ら
の
豪
雨
災
害
現
場
の
現
況
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
幸
い
に
も

人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
平
成

29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た

宅
地
や
復
旧
工
事
が
完
了
し
た
道
路
や

河
川
、
農
地
が
再
び
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
新
た
に
被
害
を
受
け
た
箇
所
も
あ

り
、
復
旧
に
は
予
算
も
時
間
も
要
す
る

大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

　
一
方
で
、
杷
木
松
末
地
区
に
整
備
し

た
「
遊
砂
地
」
が
大
量
の
土
砂
を
受
け

止
め
、田
島
地
区
に
整
備
し
た
「
遊
水
地
」

が
洪
水
調
節
機
能
を
発
揮
す
る
な
ど
、

防
災
・
治
水
対
策
へ
の
取
組
が
成
果
を

出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
復
旧
工

事
の
在
り
方
、
堆
積
土
砂
の
浚
渫
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会

も
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
共
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
.
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
加
配
教
員
の
増

員
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す

る
こ
と
。

２
.
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
は
か
る
た
め
、
地
方
財
政

を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

　
「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
教
職
員
定

数
改
善
」「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

負
担
率
の
引
き
上
げ
」
に
係
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

請
願
事
項

請
願
者

紹
介
議
員

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・
い
じ
め
・

不
登
校
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
や
未

配
置
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積

請
願
趣
旨

し
て
い
る
。

　
ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学
び
や
学
校
の

働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

加
配
教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置

増
な
ど
、
教
職
員
定
数
改
善
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
ま
た
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生

じ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
国

の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
向
け
た
財

源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
条
件
整
備
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
社
会
保
障
制
度
の

整
備
や
多
発
す
る
大
規
模
災
害
や
物
価
高

騰
対
策
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
役

割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
財
政
確
立

の
た
め
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に
以

下
の
事
項
を
求
め
る
。

１
.
増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需

要
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
人
件
費
を
重
視
し
、

十
分
な
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
は
か
る
こ
と
。

２
.
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き
上
げ
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
、
よ

り
自
律
的
な
地
方
財
政
の
確
立
に
取

り
組
む
こ
と
。

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
、
左

記
の
方
々
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

　
支
部
長
　
富
安

ひ
と
み

　
　
　
　
　
大
庭

き
み
子

提
出
者

要
旨

朝
倉
市
人
権
擁
護
委
員

久
保
山
　
憲
二
　
氏
(
小
田
)

丸
山
　
康
晴
　
氏
(
三
奈
木
)

養
父
　
英
輔
　
氏
(
杷
木
久
喜
宮
)

櫻
場
　
　
隆
　
氏
(
千
手
)

く 
 

ぼ

や
ま

ま
る
や
ま

や
す
は
る

よ
う

ふ

え
い
す
け

さ
く
ら
ば

た
か
し

け
ん
じ

現
地
調
査
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豪
雨
災
害
現
場
を
視
察

　
　
　
　
大
庭

き
み
子
、
飯
田

早
苗

　
　
　※

一
部
の
み
記
載

【現地視察】 【請願書・人事案件】

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

稲城市議会（東京都）

「九州北部豪雨からの

　　　　　その後について」

岐阜市議会（岐阜県）

「秋月城下町の観光施策及び

まちづくり施策について」

　
朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒川（黒松） 三奈木（鬼ヶ城） 杷木寒水（寒水川）

新上五島町議会（長崎県）

「議会におけるペーパーレス

会議システム（タブレット端

末）の導入について」

請
願
書
・
意
見
書

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
次
の
請
願

書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
記
の
意
見
書
案
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
市

議
会
は
建
設
経
済
・
総
務
文
教
・
環
境

民
生
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、
７
月
７

日
か
ら
の
豪
雨
災
害
現
場
の
現
況
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
幸
い
に
も

人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
平
成

29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た

宅
地
や
復
旧
工
事
が
完
了
し
た
道
路
や

河
川
、
農
地
が
再
び
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
新
た
に
被
害
を
受
け
た
箇
所
も
あ

り
、
復
旧
に
は
予
算
も
時
間
も
要
す
る

大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

　
一
方
で
、
杷
木
松
末
地
区
に
整
備
し

た
「
遊
砂
地
」
が
大
量
の
土
砂
を
受
け

止
め
、田
島
地
区
に
整
備
し
た
「
遊
水
地
」

が
洪
水
調
節
機
能
を
発
揮
す
る
な
ど
、

防
災
・
治
水
対
策
へ
の
取
組
が
成
果
を

出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
復
旧
工

事
の
在
り
方
、
堆
積
土
砂
の
浚
渫
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会

も
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
共
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
.
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
加
配
教
員
の
増

員
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す

る
こ
と
。

２
.
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
は
か
る
た
め
、
地
方
財
政

を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

　
「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
教
職
員
定

数
改
善
」「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

負
担
率
の
引
き
上
げ
」
に
係
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

請
願
事
項

請
願
者

紹
介
議
員

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・
い
じ
め
・

不
登
校
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
や
未

配
置
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積

請
願
趣
旨

し
て
い
る
。

　
ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学
び
や
学
校
の

働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

加
配
教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置

増
な
ど
、
教
職
員
定
数
改
善
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
ま
た
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生

じ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
国

の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
向
け
た
財

源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
条
件
整
備
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
社
会
保
障
制
度
の

整
備
や
多
発
す
る
大
規
模
災
害
や
物
価
高

騰
対
策
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
役

割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
財
政
確
立

の
た
め
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に
以

下
の
事
項
を
求
め
る
。

１
.
増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需

要
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
人
件
費
を
重
視
し
、

十
分
な
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
は
か
る
こ
と
。

２
.
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き
上
げ
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
、
よ

り
自
律
的
な
地
方
財
政
の
確
立
に
取

り
組
む
こ
と
。

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
、
左

記
の
方
々
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

　
支
部
長
　
富
安

ひ
と
み

　
　
　
　
　
大
庭

き
み
子

提
出
者

要
旨

朝
倉
市
人
権
擁
護
委
員

久
保
山
　
憲
二
　
氏
(
小
田
)

丸
山
　
康
晴
　
氏
(
三
奈
木
)

養
父
　
英
輔
　
氏
(
杷
木
久
喜
宮
)

櫻
場
　
　
隆
　
氏
(
千
手
)

く 
 

ぼ

や
ま

ま
る
や
ま

や
す
は
る

よ
う

ふ

え
い
す
け

さ
く
ら
ば

た
か
し

け
ん
じ

現
地
調
査
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【定例会審議結果】 【定例会審議結果】

【改正内容】

現　行：大型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動機付自転車

改正後：大型自動二輪車、普通自動二輪車及び一般原動機付自転車

　※　特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）を除外

【朝倉市議会からのお知らせ】

議会意見交換会
　開かれた議会を目指して、市民の皆様方との意見交換会

を開催します。お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ち

しております。

　お問い合わせは市議会事務局まで。（☎ 22-1121）

令和６年２月２日（金） １９時から
◇ピーポート甘木 第４・第５学習室
◇らくゆう館 視聴覚室

いずれか、ご都合の良い会場にお越しください

議員と語りませんか

令和４年度
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【定例会審議結果】 【定例会審議結果】

【改正内容】

現　行：大型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動機付自転車

改正後：大型自動二輪車、普通自動二輪車及び一般原動機付自転車

　※　特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）を除外

【朝倉市議会からのお知らせ】

議会意見交換会
　開かれた議会を目指して、市民の皆様方との意見交換会

を開催します。お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ち

しております。

　お問い合わせは市議会事務局まで。（☎ 22-1121）

令和６年２月２日（金） １９時から
◇ピーポート甘木 第４・第５学習室
◇らくゆう館 視聴覚室

いずれか、ご都合の良い会場にお越しください

議員と語りませんか

令和４年度
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広
報
委
員
会

福岡県朝倉市菩提寺412番地2

版
画
家
佐
野
至
の

作
品
。
秋
月
藩
に
関

連
す
る
兜
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。

９
月
16
日
に
は
、

秋
月
藩
成
立
４
０
０

年
記
念
事
業
と
し

て
、
秋
月
博
物
館
広

場
で
野
点
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
莉
子
ち
ゃ
ん
(
久

留
米
市
)
は
、
上
手

に
お
茶
を
点
て
て
い

ま
し
た
。

だ
け
ど
、
お
饅
頭

の
ほ
う
が
お
い
し

か
っ
た
か
な
。

９
月
29
日
、杷
木
小

学
校
２
年
生
(
35
名
)

が
、
イ
チ
ジ
ク
農
家
さ

ん
の
協
力
で
、
ジ
ャ
ム

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
を

知
り
、
地
域
の
方
々
と

の
繋
が
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
取
組
で
、
こ
れ
ま

で
８
年
ほ
ど
続
い
て

い
ま
す
。

美
味
し
い
イ
チ
ジ

ク
ジ
ャ
ム
が
で
き
た

よ
う
で
す
ね
。

あさくら市議会だより 発行：朝倉市議会　 編集：広報委員会 〒
Tel:（0946）22-1111（代表）  Fax:（0946）22-1125  E-mail:gikai@city.asakura.lg.jp

838-8601

【一般質問追跡】

様々な記念事業が行われています。

・秋月博物館特別展「藩祖　黒田長興」

・城下町秋月謎解きゲーム

・宿泊コラボ

・ＡＲ秋月歴史ラリー　など

A 秋月博物館での企画展をはじめ、秋月を巡るフィール

ドワークなどの事業を考えている。

Q 令和５年は秋月藩成立４００年を迎える。記念事業の

計画は。（令和４年９月定例会）

次回定例会の予定

12月１日開会日
12月６日～８日一般質問

12月８日議案質疑
12月11日～13日常任委員会

12月18日閉会日 

※11月24日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

り   

こ

今
号
で
は
、決
算
の
審
査
や
事

業
の
補
正
予
算
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

難
解
な
行
政
用
語
な
ど
を
、ど

の
よ
う
に
紙
面
で
お
伝
え
す
る

か
、広
報
委
員
一
同
、会
議
録
を

片
手
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、よ
り
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ
な
え

せ
い
じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
熊
本
　
正
博

副
委
員
長
　
徳
永
　
秀
俊

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

表
紙
に
よ
せ
て

議
員
の
１
枚

詳細はこちら▶
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